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  〖今月の担当：田村〗 

【育児・介護休業法の改正について】 

令和７年１０月１日施行の育児・介護休業法改正により、新たに「①柔軟な働き方を実現するための措置」と  

「②仕事と育児の両立に関する個別の意向聴取・配慮」が事業主に義務付けられます。 

今回は①について説明いたします。 

《育児期の柔軟な働き方を実現するための措置》 

事業主は下記①～⑤の中から、２つ以上の措置を選択して講じる必要があり、労働者は事業主が定めた措置の

中から１つを選択して利用できます。（事業主は、過半数で組織する労働組合もしくは労働者の過半数を代表する者

の意見聴取を基に選択する措置を考慮する必要があります。） 

対象者：３歳から小学校就学前の子を養育する労働者（日雇い労働者は対象外） 

※措置の選択は事業所単位や職種、部署ごとなど業務の性質や内容に応じて定めることができます。 

※.労使協定の締結により、入社１年未満、もしくは１週間の所定労働日数が２日以下の従業員は除外できます。 

※選択した措置を就業規則等に定め、対象労働者に周知、選択させる必要があります。 

 

※上記内容につきまして、ご質問等がございましたら、お気軽にご相談ください。 

休業のお知らせ 弊社 8 月 9 日～8 月 17 日は夏季休業とさせていただきます。 

選択して講ずべき処置 例 備考 

①始業時間等の変更 

フレックスタイム制 

始業または終業時間の繰り上げ、 

繰り下げ制度（時差出勤） 

一日の所定労働時間は変更なし。 

②テレワーク等 

自宅でのテレワーク 

事業主が認める場合はサテライト 

オフィス等 

一日の所定労働時間は変更なし。 

月に１０日以上利用できるもの。 

（時間単位での取得を認める必要 

あり。） 

③保育施設の設置運営等 

保育施設の設置運営 

ベビーシッターの手配および費用 

負担等（費用の一部負担でも可） 

保育施設の設置運営を外部委託し、  

費用を事業主が負担することも含む。 

④就業しつつ子を養育すること

を容易にするための休暇 

養育両立支援休暇付与 

幼稚園等行事、子の送迎等 

（利用目的は限定しないこと） 

一日の所定労働時間は変更なし。 

年に１０日以上取得できるもの。    

（取得基準日は、誕生日起算でも４/１

～３/３１の年度起算でも良い。） 

時間単位での取得を認める必要あり。 

有給、無給かは就業規則等で定める。 

⑤短時間勤務制度 

一日の所定労働時間を原則６時間

とする等 

短時間労働者（パート、アルバイト等）で 

既に６時間勤務以下の場合、上記 

①～④の選択肢から選べるようにする

こと。 


